
福島県立医科大学附属病院

総合診療専門研修プログラム

研修医療機関の見学・研修相談など随時受け付けております。
お気軽にお問い合わせください。

福島県立医科大学医学部 総合内科・総合診療学講座（事務担当 玉木・國分）

Eメール gim-fm@fmu.ac.jp

福島県立医科大学 総合内科・総合診療学講座は
あなたのキャリア形成を全力でサポートします

総合診療専門研修プログラムとは

総合診療専門医は、患者の特定の臓器に着目するのではなく、地域に住むあらゆる年齢・
性別の住民の健康問題に向き合って医療を提供します。
研修プログラムでは４つの診療の場 外来・入院・救急・在宅 において、内科的分野だ

けでなく小児の診療、男性・女性特有の問題、メンタルヘルス、皮膚疾患など、日常で生じ
る頻度の高い健康問題に十分対処できる能力を身につけます。加えて、医学的な知識・技術
だけでは対応が難しい事例に対応するために包括的統合的ケア、患者中心の医療、多職種連
携、地域ケア、プロフェッショナリズムといった総合診療医を特徴づける考え方も、研修の
中で身につけていきます。

新・家庭医療専門研修の並行履修可能

国際水準の質の高い総合診療医／家庭医を育成する「新・家庭医療専門医」
制度にも対応しています。日本プライマリ・ケア連合学会が運営するこの制度
は、WONCA（世界家庭医機構）の国際認証を受けたシステムを導入し、国際
標準の総合診療医／家庭医を育てる制度です。総合診療専門研修と並行して実
施することで、4年で両者の研修を修了することが可能です。
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[ローテーション例]

日本では総合診療はまだ新しい分野であり、2018年の新専門医制度開始に合わせて開設されたプ
ログラムもある中、福島県立医科大学は2006年から約20年の教育実績があります。福島県内の連携
医療機関を中心としたローテションを専攻医の希望に合わせてコーディネートできる体制を整え、4
年（48ヶ月）の研修カリキュラムとなっています。

●福島県立医科大学 総合診療研修の特徴


